大学と旧制高校の立地で考える近代京都の地理　－私立4大学と三高・帝大 by 河島, 一仁




























































































































































































































































































































































































































































































によると、1886（明治 19）年 12月 16 日の時
点で、候補地として最有力だったのは、葛野
郡等持院村、谷口村などであった。しかし、












































































































































Ⅳ　近世の京都」（平成 17 年 9 月 2 日～ 11 月
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書店、1982、1471 頁。
31）『慶長　昭和　京都地図集成　1611（慶長 16）
年～ 1940（昭和 15）年』柏書房、1994、に収録
された「改正　京町御絵図細見大成」（1868（慶
応）4 年）を見ると、百万遍（知恩寺）の東側
と南側にそれぞれ「土州屋敷」と「尾張屋敷」、
熊野神社の周辺に「彦根屋敷」、「越前屋敷」、「阿
州屋敷」、頂妙寺の東方に「加州屋敷」などが位
置している。「改正　京町絵図細見大成」（1831
（天保 2）年）にはそれらの屋敷は記載されてい
ない。したがって、おそらく 19世紀の半ばころ
にこれらは建てられたものかと思われる。位置
的には、第三高等中学校は「尾張屋敷」跡地に
近いように見える。屋敷が廃絶し、農地化した
ところで建築が進められたのか、あるいは更地
に建築されたのか、判断できる資料を入手でき
ていない。農地の潰廃を必要としたか否かは第
三高等中学校の誘致に関わることであったかも
しれないが、今のところ推定の域を出ない。薩
摩藩屋敷跡に立地した同志社英学校の例も勘案
しつつ、検討していきたい。
